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成果の概要

(必要に応じてページを加えて下さい。)
平成 19年度はブラックホール候補天体で観測される準周期振動の起源を特定する事、銀
河円盤コロナの構造を調べる事を目的として 3次元磁気流体数値実験を行なった。
準周期振動はX線スペクトル状態遷移のうち、ハード状態からソフト状態へ遷移する途
中で生じる現象である。光学的に薄く高温なハード状態から光学的に厚く低温な (∼ 107K)
なソフト状態への遷移であるから、降着ガス温度の変化が準周期振動の期限には重要であ
ると考えられる。そこで、降着ガス温度と準周期振動の関係に着目した数値実験を行った。
その結果、降着ガス温度が高い (∼ 1010−11K)場合には、磁気回転不安定性によって生成
された磁気乱流による効率的な角運動量輸送の結果、ガスはサブケプラーな角運動量分布
で中心に降着する事がわかった。一方、光学的に薄いが低温 (∼ 109−10K)の場合には、角
運動量輸送率が低下し、4 − 8rs (rsはシュバルツシルト半径) に角運動量一定のトーラス
を形成するという違いがある事がわかった。角運動量一定トーラスが中心近傍に形成され
る場合にのみ、準周期振動が励起する事を示した。これらの結果をまとめた論文はPASJ
に掲載が決定している。
銀河円盤コロナ中での浮上磁気ループ形成について調べる目的で銀河ガス円盤0.2−2kpc

の進化を調べた。銀河系の星の作る重力場は宮本 ·永井ポテンシャルで近似的に取り入れ
ている。その結果、円盤コロナ中には多数の浮上磁気ループ構造が形成される事、ループ
の分布には偏りがある事などがわかった。これらの結果は現在投稿準備中である。




